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もっと、いい会社であるために。

　「道の駅 庭園の郷 保内」は、古くから植木や造園の街として知られる保内地区の魅力を凝縮したスポッ
トです。2016年4月に施設がオープンし、この春で10年を迎えました。
　テーマは「深呼吸したくなる緑のグラデーション」。約3万平方メートルにおよぶ広大な敷地には、職人の技
が光るモデル庭園や植木見本園が広がり、四季折々の姿を見ながら散策を楽しめます。 
　直売所「庭園生活館」では、種類豊富な植木や鉢花、園芸用品はもちろん、三条近郊の新鮮な野菜や果
物、地場の特産品を取り揃えています。また、美しい庭園を眺めながら食事ができるレストランやカフェも併設
されており、ドライブの休憩だけでなくガーデニング好きの方の憩いの場としても人気です。 
　施設内は、ほとんどがペット連れOKとなっており、おかげさまで愛犬家と一緒に買い物や食事ができると喜
ばれ、リピーターの方も増えてきました。
　これからも、イベントやワークショップを随時企画し、たくさんの方にお
越しいただけるよう工夫していきたいと思っております。ぜひ、緑あふれ
る「道の駅 庭園の郷 保内」へお越しください。

広い庭園を家族やペットと一緒に楽しんで
（写真提供　道の駅 庭園の郷 保内）
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　会員の皆様には益 ご々清栄のこととお慶び申し上げ
ます。日頃は法人会活動にご理解とご協力を賜り、この
場をお借りしまして衷心より御礼を申し上げます。
　三条法人会は、去る6月11日に第15回通常総会を開
催いたしました。限られた時間の中、慎重審議をいただ
き令和8年度の事業計画・収支予算の報告、そして令和
7年度の事業報告・収支決算について承認を賜りまし
た。また、優良経理担当者の表彰等により、貢献された
皆様に感謝の意を伝えることができました。
　令和7年度の法人会活動はほぼ計画通りに進めるこ
とができました。一方、私達を取り巻く環境は、長引くロシ
アとウクライナの紛争、アメリカが加わったイスラエルとイ
ランの中東問題、更には160円を超える円安という中で
原油を中心にした諸物価の高騰、各種資材の不足など
が続いており、厳しい状況であると言わざるを得ません。
　そうした中、今、問題となっておりますのが、地方の人
口減少であります。厚生労働省が発表しました昨年
2025年度の出生数は全国で671,236人となり、過去最
少になったという新聞報道がありました。新潟県内にお
いても、子供の数が45年間連続して減少しているとの
報道もあります。
　生産年齢人口が減少する中、企業としましては、DX
やAIを活用しながら、少ない人数でも付加価値を生み
出せる生産性向上に向けた取組が必要になってくると
思われます。
　法人会といたしましても、こうした課題に対応するべく
e-Taxやキャッシュレス納付などデジタル化に向けた取
組に目を向け、セミナーの実施など行ってまいりたいと考
えております。
　また、ご承知のように、令和8年度の税制改正が3月31
日に可決成立いたしました。物価高への対応と強い経
済の実現を基本方針として、いわゆる年収の壁の見直
しや賃上げ促進税制の見直し、企業の投資促進税制
の創設、そして消費税など幅広い改正が盛り込まれて
おります。私達は、税制改正にも目を向け、最大限に利用
しつつ、厳しい環境の中、企業経営に取り組んで参りた
いと思います。
　改めまして、税務当局様、税理士会の皆様、そして保
険提携会社の皆様のご指導をお願い申し上げます。結
びに、会員各企業のご繁栄と皆様のご健勝を祈念申し
上げ、挨拶とさせていただきます。

公益社団法人 三条法人会
会長　野　崎　正　明

ごあいさつ

　この度の人事異動により、三条税務署長を拝命いた
しました川畑でございます。前任の北上と同様、よろしく
お願いいたします。
　私は神奈川県出身で、初めての新潟県勤務となりま
すが、歴史ある三条税務署に勤務することができ、大変
光栄に感じております。
　公益社団法人三条法人会の皆様には、日頃から税
務行政全般にわたり、深いご理解と多大なご協力を賜
り、厚くお礼申し上げます。
　貴会におかれましては、「よき経営者を目指すものの
団体」として、正しい税知識の普及や納税意識の高揚
に向け、各種説明会の開催や租税教室への講師派遣、

「税に関する絵はがきコンクール」等の租税啓蒙活動に
積極的に取り組んでいただいております。
　これもひとえに、野崎会長をはじめ、役員の皆様の卓
越したリーダーシップと、会員の皆様のご努力の賜物と
深く敬意を表する次第です。
　さて、国税当局では税務行政のＤＸとして「納税者の
利便性の向上」「課税・徴収の効率化・高度化等」「事
業者のデジタル化促進」に取り組んでおります。
　貴会におかれましては、「新潟県下一斉キャッシュレ
ス納付推進共同宣言」を踏まえ、キャッシュレス納付の
実務講座を開催されるなど、積極的な取り組みを行って
いただき、心から感謝を申し上げます。
　三条税務署といたしましても、「あらゆる税務手続き
が税務署に行かずにできる社会」の実現に向け、添付
書類を含めたe-Taxの利用や納税証明書のオンライン
請求、ダイレクト納付をはじめとするキャッシュレス納付の
利用を推進してまいりますので、より一層のお力添えを賜
りますようお願い申し上げます。
　国税庁の任務である適正・公平な課税及び徴収を
実現していくためには、今後も、皆様とより一層の連携・
協調を図ることが重要と考えておりますので、ご支援ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人三条法人会の益々のご発展、
会員皆様のご健勝と事業のご繁栄を祈念いたしまし
て、着任の挨拶とさせていただきます。

三条税務署
署長　川　畑　耕　司

ごあいさつ
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第１5回　通常総会・記念講演会を開催

　令和8年6月11日（木）午後３時から、三条市「ジオ・ワールド ビップ」において、第15回通
常総会が開催された。議事では、「令和７年度決算報告承認の件」や「公益社団法人三
条法人会 会費に関する規程の一部改正の件」が上程され、原案どおり満場異議なく承
認、可決された。
　会費規程の一部改正の審議に当たり、議長は、先の理事会での協議により承認を得て
いることとして総会の理解を求めた。事務局からは、説明の中で会費収入の減少が続く
中、会費額の見直しにより、今後10年間程度は安定した法人会活動が可能になることの

見通しが報告された。この可決に伴い、年会費額は令和８年度分から見直されることとなった。
　また、先の理事会で承認された「令和7年度事業報告」及び「令和８年度事業計
画・収支予算」の報告も行われた。報告の中では、法人会の主要事業である「税制改
正に関する提言」について、全国の法人会として提言した「要望事項」のうち「令和8
年度税制改正大綱」に盛り込まれた実現事項が報告された。
　総会には多くの来賓からご臨席をいただき、代表して北上幸夫三条税務署長、石
山陽介新潟地域振興局県税部副部長、藤井道明関東信越税理士会三条支部長
からそれぞれ祝辞があった。

　通常総会の後に行われた記念講演会では、元 NHK 解説主幹、日本科学技術
ジャーナリスト会議（JASTJ）副会長の室山哲也氏により講演が行われた。
　室山氏は、AI を利用して実際に作詞、作曲した楽曲などを紹介しながら説明
した。「人間と AI がコンビを組めば最強となる。少子化、高齢化が進む日本にとっ
て AI の利用は大きなチャンス。そのためには人間とは何なのかをしっかりと考
えなくてはならない。」とした。

・・・記念講演「人生100年！人工知能時代をどう生きるか」開催・・・

　総会での議事終了後、表彰式が執り行われた。優良経理担当者表彰については、例年 11 月の税務署管内税務
団体協議会主催の合同納税表彰式の場で実施していたものを分離し、今年度から当会通常総会の場で表彰する
こととしたもの。この表彰は、経験年数が一定以上の者で経理部門を主に担当し、指導的立場にあって業績の
発展に寄与された功労顕著な者を優良経理担当者としており、野崎会長から記念品とともに表彰状が贈られた。
　また、当会の福利厚生制度の推進に多大な功績を挙げた大同生命保険㈱三条営業所の推進員に感謝状と記念
品が贈呈された。（敬称略 順不同）

・・・・・・・・優良経理担当者・福利厚生制度功績者を表彰・・・・・・・・

〇優良経理担当者表彰
　三条地区会 三条印刷株式会社 渡　辺　文　美
 株式会社コロナ 阿　部　智　明
 株式会社コロナ 江　田　和　也
 プログラフ株式会社 番　場　かおり
　見附地区会 株式会社理建設計 石　井　亜希子

〇福利厚生制度功績者表彰
　大型保障制度契約
　　大同生命保険㈱三条営業所　推進社員
　　　髙　橋　明　美
　　　桑　原　とも子

前列左から江田和也さん、阿部智明さん、野崎会
長、長澤副会長、番場かおりさん、石井亜希子さん
後列左から刈屋副会長、清水副会長、丸山副会長、
西巻副会長
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令和８年度令和８年度 三条法人会事業計画・収支予算三条法人会事業計画・収支予算

令和７年度令和７年度 三条法人会収支決算報告三条法人会収支決算報告
○正味財産増減計算書　令和8年6月11日の通常総会で承認 （単位：円）

（単位：円）○貸借対照表　令和8年3月31日現在

 基本財産運用益 1,250
 受取会費 6,170,500
 事業収益 1,490,000
 受取補助金等 13,635,500
 雑収益 323,375
 経常収益計（A） 21,620,625

 事業費 18,737,571
 管理費 3,148,314
 経常費用計（B） 21,885,885

 当期経常増減額（A－B） △265,260
 経常外収益 0
 経常外費用 0
 税引前当期一般正味財産増減額 △265,260
 法人税、住民税及び事業税 0
当期一般正味財産増減額  △265,260

 一般正味財産期首残高 11,324,912
 一般正味財産期末残高 11,059,652
 正味財産期末残高 11,059,652

 Ⅰ 資産の部
   1.流動資産 
  現金 13,255
  普通預金 6,016,173
  定期預金 0
  未収金 25,000
  前払金 16,440
  流動資産合計 6,070,868
   2.固定資産
  （1）基本財産 
  定期預金 5,000,000
  （2）その他固定資産
  電話加入権 122,800
  固定資産合計 5,122,800
  資産合計 11,193,668

 Ⅱ 負債の部
   1.流動負債
  未払金 0
  預り金  134,016
  流動負債合計 134,016
  負債合計 134,016
 Ⅲ 正味財産の部  
  正味財産合計 11,059,652
  負債及び正味財産合計 11,193,668

（単位：円）○令和８年度主な事業計画
 基本財産運用益 1,250
 受取会費 7,306,000
 事業収益 1,478,000
 受取補助金等 13,744,600
 雑収益 309,622
　経常収益計（A） 22,839,472
 事業費 19,107,514
 管理費 2,831,112
 経常費用計（B） 21,938,626
 当期経常増減額（A-B） 900,846
 経常外収益 0
 経常外費用 0
 税引前当期一般正味財産増減額 900,846
 法人税、住民税及び事業税 0
 当期一般正味財産増減額 900,846
 一般正味財産期首残高 11,059,652
 一般正味財産期末残高 11,960,498
　正味財産期末残高 11,960,498

１．税を巡る諸環境の整備改善等を図るための事業
 （1）税に関する研修・セミナー事業
 （2）講演会事業
 （3）租税教育事業
 （4）税の広報事業
 （5）税の調査研究及び税制改正への提言事業
 （6）企業の税務コンプライアンスの向上事業
 （7）添付書類も含めたe-Taxの普及定着及びキャッシュレス納付の利用
　　 拡大などの電子化に向けた取組
２．地域の経済社会環境の整備改善等を図るための事業
 （1）講演会・セミナーの開催事業
 （2）地域の福祉問題や環境問題などの改善に資する事業
３．会員支援のための親睦・交流・福利厚生に資する事業
 （1）組織の強化・充実
 （2）広報活動の充実
 （3）青年・女性部会の充実
 （4）会員の福利厚生の向上に資する事業の推進
４．組織を充実し、全法連・県連・友誼団体との強化を図るための事業
５．本会の活動に関係する諸官公庁との連携を図るための事業
６．その他本会の目的達成に必要な事業

○令和８年度収支予算



（第56号） 三 条 法 人 会 だ よ り 令和 8 年 9 月 10 日（5）

令和８年７月１０日付けで発令された関東信越国税局管内、三条税務署の人事異動内容をお知らせします。
（敬称略）

●転　出

新 所 属 ・ 職 名 氏 　 名 旧 所 属 ・ 職 名

税務署長 川　畑　耕　司 東京国税局　調査第三部 調査第 29 部門　統括国税調査官

個 人 課 税 第 一 部 門　統括国税調査官 金　子　　　太 佐 渡 税 務 署　個人課税部門　統括国税調査官

法 人 課 税 第 一 部 門　総括上席国税調査官 西　山　裕　之 関東信越国税局　調査査察部　調査総括課　総務係長

法 人 課 税 第 二 部 門　統括国税調査官 古　川　信　幸 長 岡 税 務 署　審理専門官（法人担当）

●転　入

三条税務署の定期人事異動発令される

新 所 属 ・ 職 名 氏 　 名 旧 所 属 ・ 職 名

関東信越国税局　徴収部　特別整理総括第一課　課長 北 上　幸 夫 税務署長
関東信越国税局　総務部　企画課
業務センター室（新潟）　主任国税管理官 家　合　英　夫 管  理  運  営  部  門　統括国税徴収官

辞 職 島　田　　　順 管理運営・徴収部門　統括国税徴収官

長 岡 税 務 署　個人課税第一部門　統括国税調査官 徳　永　宏　喜 個 人 課 税 第 一 部 門　統括国税調査官

関東信越国税局　課税第二部　統括国税実査官　主査 吉　田　真　人 法 人 課 税 第 一 部 門　総括上席国税調査官

新 潟 税 務 署　法人課税第六部門　統括国税調査官 上　村　義　和 法 人 課 税 第 二 部 門　統括国税調査官

〇税務署総合窓口における受付時間が「午前９時～午後３時」となります（令和８年１０月１日以降）
引き続き、オンライン手続き等を利用すると便利です。

・制度改正（源泉徴収票のみなし提出の特例）の概要
　令和８年分以降の給与所得の源泉徴収票を市区町村長に提出した場合には、
税務署長に源泉徴収票を提出したとみなされます。すなわち、源泉徴収票を税務
署へ別添提出する必要がなくなります。
　このみなし提出の特例について、国税庁ホームページに「特設ページ（※）」を
設け、「よくある質問（FAQ）」等を掲載しています。
　https://www.nta.go.jp/users/gensen/hotei/index/minashi.htm

〇給与所得の源泉徴収票の提出方法が改正されます（令和９年１月以降）
令和９年１月以降、事業者の事務負担の軽減を目的として、給与所得の源泉徴収
票の提出方法が見直されます。

・eL TAX を利用した支払報告書の提出
　支払報告書は、給与等の受給者の住所地等の市区町村に提出する必要がある
ところ、eLTAXにより一括提出することで、提出先の市区町村へ自動的に振り分けら
れます。さらに、市区町村から送付される個人住民税特別徴収税額通知を電子デー
タで受け取ることができます。
　また、従業員が確定申告する際、マイナポータル連携により給与情報が自動で入力
されるため、入力ミスの心配もなく、簡単に確定申告書を作成できます。
　詳しくは、地方税ポータルシステム（eLTAX）ホームページをご覧ください。マイナポ
ータル連携については、国税庁ホームページをご覧ください。

（制度改正の内容について）

（eLTAXの利用方法について）

（給与情報のマイナポータル連携）
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青 年 部 会 の 活 動

6月3日（水）三条市「二洲楼」において定時総会が開催され、令和８年度の活
動の基本方針が決まった。基本方針は、税知識の向上と企業経営の健全なる
発展、地域社会の貢献を目指した事業活動を柱に、会員相互のつながりを深め
る団体として活動すること。特に、「租税教育活動」や「部会員増強運動」は積
極的な展開を図る。更には、「国の財政健全化」のための健康経営プロジェクト
の意義を浸透させる取組を展開することとした。

　議案審議では、令和7年度事業・収支決算報告、令和８年度事業計画（案）・収支予算（案）が満場一致で
承認された。総会には、北上税務署長、藤井税理士会三条支部長、大同生命保険㈱新潟支社小林様、丸山
三条法人会副会長を始め、多数の来賓をお招きして開催された。

定時総会を開催

　青年部会は、活動の柱として、子供たちの税知識の向上を目指した租税教育活動に取り組んでいる。税務
署管内小学校の高学年を対象にした租税教室には講師として参画し、各地区の青年部会員が持ち回りで担
当している。今年度は7月末現在、10校を担当し実施した。児童たちに租税の意義や役割を理解してもらい、
その使い道に関心を持ち、これからのことを考える心を育てることが目的。
　中期的には、講師の担い手確保が課題となっている中、誰もが使える当部会独自のシナリオを今年度は更
に更新して活用している。

各地区で租税教室を実施

　定時総会に先立ち行われた記念講演会では、㈱ナカジョウの代表取締役で、当部会相談役である中條耕
太郎氏から「健全な会社を目指すストレスフリーの健康経営」と題して講演が行われた。健康経営の取組が
法人会全体の取組ともされたことや、当部会の基本方針としている「健康経営プロジェクトの意義を浸透させ
る取組」の具体的な手掛かりとするためにテーマに設定したもの。
　取組の事例として、「健康経営することで社員も会社も社会も健全になれ
る三方良し。普段の会社の取組こそが健康経営の一つ」として講演が進めら
れた。「健康経営は難しいものではない。何か特別なことをしなくてはならな
いことはない。健康に良いと思ったことから先ず実践すること」と紹介され
た。これに取り組むことは、「職場や家族、仲間との時間を大切にすることに
つながり、自分の人生が豊かになる」と締め括った。

記念講演会で「健康経営に取り組む意義」を確認

5/22 三条・裏館小 （担当:加藤將利、佐藤雅司）
5/27 三条・上林小 （担当: 加藤將利）
5/29 三条・月岡小 （担当:渋谷政道、栗山佳大）
6/  4 加茂・下条小 （担当:佐藤晃一、阿部一郎、川上和哉）
6/  8 三条・旭小 （担当:山田貴之、栗山佳大）
6/  9 見附・名木野小 （担当:星野雄哉、星野和孝）
6/22 見附・新潟小 （担当:星野和孝、山岡典斗）
6/30 加茂・須田小 （担当:阿部一郎、三野敏弘）
7/  6 三条・嵐南小 （担当:大竹雄一郎、山田貴之、渋谷政道）
7/14 見附・葛巻小 （担当:渡邊篤、星野雄哉）

租税教室実施校一覧（令和8年7月末現在）
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女 性 部 会 の 活 動

　4月16日（木）、さいたま市「ソニックシティ」大ホールで第20回「法人会全国女性
フォーラム埼玉大会」が開催され、全国から女性部会員約1,700名が集まった。第1部の
記念講演会では、「笑顔のもとに笑顔が集まる」と題して落語家の林家たい平氏が会場
を笑いの渦に巻き込んだ。第2部の式典に先立ち、令和7年度の絵はがきコンクール全法
連女連協会長賞受賞12作品がスクリーンで紹介された。来賓祝辞の後、埼玉県内の女

性部会による租税教育や社会貢献活動の様子が映像で紹介された。情報交換会では、開催地さいたま市の「食品ロス
削減プロジェクト」の紹介などが行われた。
　来年度の女性セミナーは、令和9年4月15日（木）に長崎県長崎市の出島メッセ長崎で開催される予定。

第20回「法人会全国女性フォーラム埼玉大会」へ参加

定時総会で重点事業を可決
　女性部会の本年度の定例総会が、5月26日（火）、見附市「割烹柳屋」において北上税務
署長、藤井税理士会三条支部長、松野大同生命保険㈱三条営業所長、西巻三条法人会副
会長を始め、多くの来賓をお招きして開催された。
　総会では、令和8年度の重点事業を部会員の自己啓発を図るためのセミナーや税に関す
る研修会の開催、税に関する絵はがきコンクールの実施、部会員相互の交流を通じた情報

交換を図ることなどとした。令和７年度事業報告・収支決算報告、令和８年度事業計画（案）・収支予算（案）は満場一
致で承認された。具体的には、税に関するセミナーの開催、絵はがきコンクールの実施、節電いちごプロジェクト、タオ
ル寄贈、食品ロス削減の啓発等の事業を進めていく。

　女性部会では、ピーク時間の使用電力削減を目指し、平成27年度から毎年、家庭や
企業における使用電力の削減運動である「いちごプロジェクト」に取り組んでいる。
　今年度も啓発用の「うちわ」を作成し、各地区の夏まつり会場などで配布活動を実施
し、無理のない節電を呼び掛けている。7月下旬には、省エネ・節電メニューを紹介した
チラシを全会員企業に配布した。
　毎年、実を付け、全国で広く栽培されている「いちご」のように、今後も継続して取り組む社会貢献活動として実施して
いくこととしている。

「いちごプロジェクト」で「無理なく節電」うちわ配布

　定時総会の開催に先立った今年度の企業見学会が5月26日（火）、三条市「マ
ルナオ㈱」を研修先に開催され、13人が参加した。
　福田隆宏社長からは、三条の木工の歴史のこと、伝統的な木製品を作る人や
最新の機械をそろえた木工業者が日本一の利器工匠具の産地を支えてきたこと
などの説明があり、道具作りの思いに触れ、有意義な研修となった。

企業見学会はマルナオ㈱で実施

　今年度で15回目となる税に関する絵はがきコンクールの作品募集期間が9月11日で終
了する。今後は、秋に開催する合同納税表彰式で表彰する入賞作品の選考が行われ
る。昨年度は、税務署管内小学校から88作品の応募があった。
　コンクールの目的は、税金が毎日の生活の中でどのように役立っているのかを児童に
知ってもらい、絵はがきにすることで理解と関心を深めてもらうこと。
　秋田大学の袁助教授の研究では、「税金に関する例え（絵はがきにすること）は、子
供たちが早い時期から複雑な社会的・経済的概念を把握し、内在化できている。税金

のような抽象的な概念を身近で具体的な経験やイメージと結び付けて理解することができている。このことは、社会の
機能と成長を支えるために税金が果たす役割を子供たちが理解できていることを示唆している。」と評価している。

第15回「税に関する絵はがきコンクール」の作品募集

▲昨年度の審査会の様子
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　会員交流事業として毎年恒例となっている三条法人会親善ゴルフ大会が、第26回目
を迎え6月18日（木）に下田城カントリー倶楽部で開催された。さわやかな新緑の中、活発
な交流が図られ親睦が深まった。
　表彰式はジオ・ワールドビップにおいて開催され、前回から設定した団体戦の「同組トッ
プ賞」ではメンバー全員の表彰も行われた。成績は、次のとおり。（敬称略）

第26回三条法人会親善ゴルフ大会に77人参加

　日商3級簿記講座が8月25日から11月4日までの全17講コースとし、毎週、原則、火曜日と木曜日の日程で、三条商工会
議所会館研修室において開始することとして、初日は開校式が行われた。講師は、今年度もアトラス税理士法人の松﨑
孝史氏が務めている。講座の最終目標は日本商工会議所主催の簿記検定3級完全合格を目指したもので、多くの受講
生の挑戦が始まった。複式簿記の仕組みや取引発生から元帳記入までの方法、試算表・精算表の作成方法などについ
て、実務未経験で全く簿記を知らない人にも分かりやすく基礎から解説されている。昨年度は、11名の参加があった。

３級合格を目指して日商複式簿記講座が開催中

・個人戦　　　　　　　 グロス  HDCP ネット
 優　勝 長谷川　毅 （ 104 35.2 68.8）
 準優勝 栗山　　弘 （ 89 17.6 71.4）
 ３位 岩崎　悦久 （ 91 19.2 71.8）
 ４位 大西　　朗 （ 87 14.4 72.6）
 ５位 金子　貴弘 （ 100 27.2 72.8）
 ６位 坪谷健太郎 （ 84 9.6 74.4）
 ７位 田辺　　靖 （ 80 4.8 75.2）
 ８位 高嶋　秀之 （ 96 20.8 75.2）
 ９位 五十嵐宣夫 （ 93 17.6 75.4）
 10位 渡辺　義弘 （ 101 25.6 75.4）

・シニアの部　　　　　 グロス HDCP ネット
 優　勝 長谷川　毅 （ 104 35.2 68.8）
・レディスの部　　　　 グロス HDCP ネット
 優　勝 関根貴代美 （ 98 22.4 75.6）

　　　　　　　　　　　　 　　アウト　 イン  グロス
 ベストグロス賞 田辺　　靖 （ 38 42 80）
 セカンドグロス賞 阿部　一郎 （ 43 40 83）

・団体戦 　　　　　　 グロス HDCP ネット
　同組トップ賞　平均 （ 75.7）
 　　　 大西　　朗 （ 87 14.4 72.6）
 　　　 堀江　浩一 （ 100 24.0 76.0）
 　　　 森山　直樹 （ 112 33.6 78.4）

◆法人会とは
　１　約70万社の法人が加入する団体です。
　２　さまざまな業種の人と出会い、新しい仕事へのつながりを生み出します。
　３　経営に差がつく、税の知識や経営情報を提供します。
―――――法人会は幅広く活動しています。―――――

・会員企業に役立つ「税に関する提言」を国などへ提出
・税務署や税理士と協力しながら、税に関する研修会・講習会を開催
・経営や健康に役立つ各種セミナーや著名な講師による講演会を開催
・企業の人材教育や経営支援に活用できる各種研修会を開催
・ビジネスにも役立つ出会いのチャンスを提供
・地域に密着した活動で社会に貢献

―――――会員同士の絆を深め、組織の活力を生み出す源になります―――――
＜https:www.zenkokuhojinkai.or.jp＞

◆入会申込書は「三条法人会」のホームページからダウンロード！新しい仲間をご紹介ください
　会員企業の皆様からのご紹介や入会をお考えの経営者の皆様からの入会申込をお待ちしていま
す。年会費は、資本金額に応じて年4,000円から５区分です。
（http://www.sanjohojinkai.or.jp/）

法人会に入りませんか

▲詳しくは公式HPへ
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公益社団法人 三条法人会

入 会 申 込 書

令和 年 月 日

公益社団法人 三条法人会 宛

法人会の趣旨に賛同し会員として入会いたします。

法 人 名
ふりがな

所 在 地
〒

代表者 名
ふりがな

業 種 電話番号

資本金 額 万円 番号

設立年 月
大正・昭和・平成・令和

年 月
決 算 期 月

関与税理士 様 紹 介 者 様

系列会 社

（子会社）

※系列会社（子会社）の入会の場合は〇印を付してください。

【会費基準】

資本金区分 会費（年額）

正会員

万円未満の法人 円

万円以上 万円未満の法人 円

万円以上 万円未満の法人 円

万円以上 億円未満の法人 円

億円以上の法人 円

系列会社（代表者・経理員及び事務所が親会社と同じ） 円

支店・営業所・特殊法人等（団体） 円

賛助会員 法人又は個人の事業所 円
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企業訪問

　当社は1965年、新潟県見附市で創業しました。以来約60
年、「確かな技術で地域を守り、共に働く仲間の未来を豊か
にする」を理念に、見附市を中心とした中越地区で公共土木
工事・民間土木工事・道路除雪業務の三本柱を担ってきまし
た。道路や水路の整備、宅地の造成や外構、冬の路線除雪ま
で、地域の暮らしの土台を年間通して支えています。
　当社の特徴は、社員8名という少人数でありながら、ICT施
工を早くから標準化してきたことです。3次元設計データの
作成や自動追尾測量機、マシンガイダンスを搭載した重機を
同業他社に先駆けて導入し、高精度・短工期で仕上げる体制を築いてきました。小規模な外構工事
から数千万円規模の造成工事まで、規模を問わず対応できる機動力も強みです。
　いま建設業が直面する最大の課題は人手不足です。新潟県の建設業就業者のうち29歳以下は約1

割、55歳以上は約4割を占めます。当社もこの現実の中にあり、だか
らこそ「人を増やすのではなく、一人あたりの生産性を上げる」投資
を続けてきました。現在はバケットを回転・左右角度を変えることが
できるチルトローテーター搭載重機の導入を進めています。手作業だ
ったアタッチメント交換、玉掛け、敷き均し、現場清掃を機械化し、
現場の総作業工数を半分近くまで削減できる見込みです。積算・見
積、経理業務、工事書類作成へのAI活用も社内で標準化を進めてい
ます。

　目的は効率化そのものではありません。重労働と長時間労働を減らし、賃上げと完全週休2日制を
実現することです。当社は未経験者の資格取得支
援、退職金制度、iDeCo掛金の会社負担を整えて
おり、他業界から転職した社員が長く働いてくれ
ています。手作業が機械に置き換わるほど、経験
や勘に頼らず短期間で戦力になれます。
　建設業は長く「きつい・汚い・危険」と言われ
てきました。それを先進技術によって「給料が良
い・休暇が取れる・希望がある」新3Kの仕事に
変えたい。地域のインフラを守る一員として、こ
れからも技術を磨き続けてまいります。

▲自動追尾測量の様子

●代 表 者  代表取締役　小林 美貴
●住 　 所  〒954-0023　見附市宮之原町 166 番地
	   TEL 0258-63-1753　FAX 0258-63-2988
●資 本 金  1,000 万円
●従業員数  8 名（役員 4 名を含め 12 名）
●事業内容 公共土木工事、民間土木工事（造成・外構・

解体）、道路除雪業務
●Ｕ Ｒ Ｌ  https://www.fm-bridge.jp/homepage/U/0562420
● e - m a i l　info@kobayashi-kougyou.co.jp

【会社の概要】
株式会社 小林興業

▲ AR 技術を活用した施工現場
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　令和８年の新春を迎え、2月4日（水）、三条市「ジオ・ワールド ビップ」に
おいて新春講演会・賀詞交歓会が開催された。
　講演会は、大相撲愛好家フリーアナウンサーの田中知子氏を講師に、「若
き力士 大の里 に学ぶ！ 変化の時代を生き抜くための「人間力」の磨き方」
と題して行われた。金星コミュニケーション術として、「第一声で好意を伝え
ること。おしみなく全開で伝えること。やりづらい環境や萎縮する場面では、

自分の設定を演出すること。」とした。
　続く賀詞交歓会では、北上税務署長や藤井税理士会三条支部長、白倉三条商工会議所副会頭、連携する
３保険会社の支社（店・所）長を始め多くの来賓とともに、会員一同、総勢80名が気持ちを新たにした。

新春講演会・賀詞交歓会 会長が挨拶 
「行動力とエネルギーが高まる一年を期待」

　青年部会と女性部会の合同新春講演会・懇談会が２月13日（金）、三条市「餞
心亭お 乃ゝで開催された。北上税務署長始め、藤井税理士会三条支部長、連携
保険会社３社の支社（店・所）長、刈屋法人会副会長を来賓に
迎えた。
　今年の講演会は、新潟を代表する女性シンガー、吉田睦氏と
スペシャルユニットとして、サックスの阿部泰比古氏、キーボード

の佐藤アルト氏により、「新春ジャズとポップスの夕べ」としてコンサートを楽しんだ。
　懇親パーティーでは、加藤青年部会長の開宴挨拶の後、大福引抽選会が行われ、総勢44
名が来賓とともに情報交換と新年の交流を深めた。

青年部会・女性部会 合同の新春懇談会は
「新春ジャズとポップスの夕べ」

〇セミナーを受講したいけど忙しくて時間がない ⇒ 24時間いつでも利用できます
〇継続的に社員研修を行いたい ⇒ 勉強会(社内研修)などに活用できます
〇受講したいセミナーが開催されていない ⇒ 700本以上の豊富なラインアップから自由に選べます
  一流の講師陣による豊富なセミナーが満載

▲詳しくは公式HPへ

会員企業の皆様の経営をインターネットを通じてサポートします。インターネットで映像コンテンツを視聴
することにより、様 な々経営情報が取得できます。「何時でも」「何処で」「好きなだけ」利用できます。
　三条法人会のホームページから無料でセミナーが受講できます。（http://www.sanjohojinkai.or.jp/）

使い方はとても簡単。すぐに利用できます。①ホームページからセミナー・オンデマンドサイトにアクセス
②会員IDとパスワードを入力してログイン　③お好みのセミナーを選んでクリック又はタップ。
会員IDとパスワードは、三条法人会までお問い合わせください。

会員無料。インターネットセミナ―で700タイトル以上を配信中会員無料。インターネットセミナ―で700タイトル以上を配信中
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　豊かな緑と清らかな水に恵まれた新潟県田上町。
　この自然豊かな地で、私たち「道の駅たがみ」は、
地域のにぎわいの創出、そして田上の素晴らしい魅力
を発信するＰＲの拠点として歩みを進めています。
　私たちのミッションは、地域に眠る「良いもの」を発掘
し、現代のライフスタイルに合わせてリデザインし、皆様
にお届けすること。そして何よりも、お越しいただいた
すべての方に「ワクワク、ドキドキ、かわいい」を楽しん
でいただくことです。
　そんな私たちの根底にあるのが、「やさしい道の駅
たがみ」というコンセプト。
　訪れる人にも、暮らす人にも、そして自分たちにもや
さしい場所・人・物でありたい。
　そのやさしさと、生きるための健康、そして大好きな
趣味のように夢中になれる楽しさを形にしたものこそ、
私たちが誇る『護摩堂野菜（ごまどうやさい）』です。

　護摩堂山の豊かな
恵みを受けて育った
田上町の野菜や果物
たち。
　これらを私たちはブ
ランド化し、生産者と

生 き る 〜 健康法・趣味〜

編 集 後 記
　会員の皆様、日頃は三条法人会活動にご理解を頂き有難うございます。
　さて、７月に起きた熊本地震に被災され、亡くなられた方 に々は心よりお悔やみ申し上げます。また、これから猛暑
の中、避難所生活そして自宅の片づけ等、熱中症に気を付けて作業して頂きたいと思っております。ここ数年、何
処でどんな災害が起こるか分かりません。
　会社・家族で今一度、防災について確認していただきたいと思います。
　会員の皆様方には、暑さ厳しい中、ご自愛のうえ法人会活動にご協力頂ければ幸いございます。何卒よろしくお
願いします。

（総務・広報委員長　長岡信治）

道の駅たがみがひとつの
チームとなって、皆 様に

「愛」と「栄養」を届けてい
ます。
　「我が子を育てるように、
手間暇を惜しまず育てた本
物の味を届けたい」。そん
な生産者の深い愛が、土作
りの段階からぎゅっと詰まっ
ています。
　私たちはその想いを受け継ぎ、ただ商品を並べる
だけでなく、思わず手に取りたくなるような「かわい
い」や、選ぶ楽しさに「ドキドキ」するような売り場や見
せ方をデザインし、新鮮な状態でお客様へと繋いで
います。
　この護摩堂野菜の凄さは、一言で表現するなら、ま
さに「一度食べたらやめられない」美味しさにありま
す。一口食べれば大地のエネルギーが体に染み渡
り、心も体も満たされていくのを感じていただけるはず
です。
　その効果は、私たちの身近なところでうかがい知る
ことができます。
　毎日この護摩堂野菜を食べている道の駅スタッフ、
生産者さん、そしていつも支えてくださるお得意様。私
たちの周りにいる人たちは、みんな驚くほど健やかで、
笑顔と元気に満ちあふれています。
　本物の味を美味しくいただくこと。これこそが、私た
ちが提案する最高の健康法です。健康とは、ただ病
気をしないことではなく、日々の暮らしにワクワクを見つ
け、心豊かに生きることです。
　道の駅たがみには、美味しい護摩堂野菜と、それ
を食べて毎日をパワフルに過ごす「元気な私たち」
がいつでも揃ってお待ちしております。ぜひ、私たち
のやさしい笑顔、そしてたくさんのワクワクに会いに
来てください。

　 『「やさしい道の駅」から広がる、
　　　　　  護摩堂野菜とワクワクの輪』

やさしい道の駅たがみ
駅長　馬場　大輔  様



（第56号） 三 条 法 人 会 だ よ り 令和 8 年 9 月 10 日（13）



（14）令和 8 年 9 月 10 日 （第 56 号）三 条 法 人 会 だ よ り



（第56号） 三 条 法 人 会 だ よ り 令和 8 年 9 月 10 日（15）

新潟支社 〒950-0087 新潟市中央区東大通1-2-25　北越第一ビルディング４Ｆ
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新潟支社/三条営業所
新潟県三条市林町二丁目1番24号
TEL 0256-33-3045


